


















に変わ り,編 集責任者 はNigelCrossであ





















































びに最近6年 間 に掲載 された論文152編
(本年最終分Vol.14,No.4は含 まない)
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頻度高 く現れるキー ワー ドか らも容易 に
推察 され るように,デ ザイ ン過程への コン
ピ ュー タの援用 に言及 す る ものが 多 く,
CADに ついての研究 は,い まだ に盛んで
ある。 しか しなが ら,CGやdraftingに関
するものは少 ない。その関心 は,デ ザイ ン
あるいはデザ イン活動 についての理論 的,
論理的な考察 にある。その結果,す べ てが
論理的 に処理で きるものでないことも明 ら
かになって くる。 あるいは,デ ザイ ン過程
にコンピュータを使 うことに伴 う問題点 の
解明,指 摘に も及ぶ。 その ようなことか ら,
あらためてデザイ ンの過程,そ の方法,な
らび に,理 論,知 識 のあらたな構築へ向け
ての研究が多 くなっている。デザインのた
めの人工知能や知識 データ ・ベースの開発
と平行あ るいは表裏 をなす形で,何 が デザ
イ ンの情報 とな り得 るか,デ ザイ ンの問題
とは何か についての考察,あ るいはまた,
デザインにお ける創造性やデザ イナーの思
考 ・行動,そ の認知科学的な考察 について





















既存 の専門領域の枠を越 えて 「デザイ
ン」を捉え直そうとして発刊された本誌は,
コンピュータ技術の発達の後にくる今 日の
状況を当初から見越していた と言える。多
種多様な情報を大量に処理することが可能
になったいま,デザインはより拡大した視
野において捉えられるべき段階にきている。
それは,デザインを希薄なものにするので
はなく,それをより深め,充実したものに
するためのものでなければならない。
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